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夢
の
実
現
へ　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
②

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
２
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
市
民
の
皆

様
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

２
回
目
の
今
回
は
、
日
本
全
体
と
い
う

大
き
な
観
点
で
捉
え
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進
展
と
人
口
減

少
、
経
済
の
成
熟
化
が
予
想
さ
れ
る
日
本

に
と
っ
て
、
各
種
産
業
の
将
来
に
わ
た
っ

て
活
発
な
経
済
活
動
を
維
持
し
、
国
際
競

争
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
際
社
会

に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

い
く
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
首
都
圏
、
中
京

圏
、
近
畿
圏
の
３
大
都
市
圏
を
中
心
に
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
競
い
合
う
こ
と
で
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
競
い
合
っ
て
き
た
３
大
都
市
圏

が
一
体
と
な
っ
て
世
界
を
相
手
に
国
際
競

争
に
打
ち
勝
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
導
入
は
、
東
京

―

名
古
屋―

大
阪
と
い
う
大
都
市
圏
を
短

時
間
で
結
び
、
人
、
モ
ノ
、
情
報
の
活
発

な
交
流
を
生
み
出
し
、
高
度
な
巨
大
都
市

圏
を
誕
生
さ
せ
、
経
済
活
動
の
効
率
性
を

高
め
ま
す
。

想
定
ル
ー
ト
沿
線
に
は
、
国
際
空
港

や
国
際
港
湾
な
ど
の
社
会
基
盤
、
多
く

の
大
学
や
研
究
開
発
施
設
や
企
業
の
生

産
拠
点
な
ど
、
日
本
を
支
え
る
重
要
な

産
業
基
盤
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
産
業
基
盤
間
の
移
動
を
迅

速
・
円
滑
化
す
る
こ
と
で
、
相
互
の
連

携
を
密
に
し
、
そ
の
機
能
を
最
大
に
発

揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
各
種
産

業
基
盤
へ
の
重
複
投
資
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
必
要
性　

　

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
概

数
は
、
１
９
９
９
年
の
２
２
５
万
人
が

２
０
０
８
年
に
は
５
３
１
万
人
と
な
り
、

10
年
で
２
・
３
倍
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
来
訪
者
が
約

７
割
を
占
め
、
背
景
に
は
、
近
年
の
ア
ジ

ア
各
国
の
飛
躍
的
な
経
済
発
展
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
後
も
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発

展
や
人
口
増
加
に
伴
い
訪
日
観
光
客
は
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

国
内
の
観
光
地
が
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

に
よ
っ
て
短
時
間
で
結
ば
れ
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
日
本
全
体

が
他
国
の
観
光
地
に
負
け
な
い
魅
力
あ
る

観
光
国
と
な
り
得
ま
す
。

（
外
国
人
観
光
客
概
数
：
法
務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

　

金
融
や
商
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
企

業
の
研
究
開
発
部
門
や
管
理
部
門
な
ど
、

人
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
産
業
部
門
で

は
、
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡

大
（
交
流
の
拡
大
）
は
、
技
術
革
新
を
誘

発
し
生
産
性
の
向
上
に
大
き
く
役
立
ち
ま

す
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
実
現
は
、
沿

線
の
交
流
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
産
業
の
生
産
性
を
高
め
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
大
動
脈
で
あ
る
東
海
道

新
幹
線
の
利
用
客
は
１
日
あ
た
り
約
40
万

人
。年
間
で
約
1
億
４
９
０
０
万
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
現
在
の
列
車
の
本

数
は
1
日
３
０
０
本
を
超
え
、
過
密
ダ
イ

ヤ
に
よ
る
輸
送
は
限
界
に
近
づ
い
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
輸
送
力
の
限
界
に
備
え
る

と
と
も
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
体
験

し
た
よ
う
に
大
地
震
や
台
風
、
水
害
な
ど

の
大
規
模
災
害
、
事
故
等
に
よ
り
、
東
海

道
新
幹
線
が
一
時
的
に
も
不
通
と
な
れ
ば

日
本
経
済
や
産
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
時

間
短
縮
効
果
と
と
も
に
東
京
と
大
阪
を
結

ぶ
東
海
道
新
幹
線
の
代
替
的
な
バ
イ
パ
ス

と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線
322
）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る

様
々
な
社
会
基
盤
・
産
業
基
盤
の
イ
メ
ー
ジ

国
際
競
争
力
を

高
め
る
た
め
に

産
業
基
盤
の
有
効
活
用

広
域
観
光
の
振
興

技
術
革
新
の
誘
発

東
海
道
新
幹
線
の

バ
イ
パ
ス
機
能

　現在、山梨実験線で
使用されている最新車
両「MLX01」型の先頭車
（MLX01-901A）は、全 長
28m、定員16名で、営業時
の使用を想定した形状
になっており、乗務員室や補助電源室などを備えています。中間車
（MLX-22A）は、全長23m、定員68人で４×17列の座席レイアウトです。
　車体は、アルミニウム合金を主体とした一体構造で、トンネル走行
時にかかる外圧変動にも耐えられる設計となっています。
　開業時は、14両～16両編成が想定され、１編成は定員約1,000人、
全長400m弱となる見込みです。

リニア豆知識
■車両について

（MLX01-901A 先頭車両）

※このページは、「リニア中央新幹線建設促進期成同盟会」のパンフレットを参考に作成しています。


